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―あなたの身近に　かかりつけ薬局―

に
す
る
」
目
標
を
掲
げ

医
療
費
の
無
償
化
や
老

人
福
祉
の
充
実
に
尽
力

し
て
く
れ
た
か
ら
だ
ろ

う
と
仰
っ
て
い
ま
し
た
。

ま
さ
に
民
医
連
ら
し
い

考
え
が
昔
か
ら
県
民
性

と
し
て
表
れ
て
い
た
の

だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

総
会
全
体
を
通
し
て
、

私
が
感
じ
て
い
る
以
上

に
、
全
国
で
の
社
会
問

題
や
地
域
の
課
題
が
多

く
あ
る
と
再

認
識
し
ま
し

た
。
人
口
減

少
に
よ
る
人

手
不
足
、
少

な
い
診
療
報

酬
に
よ
る
経

営
難
に
苦
慮

し
て
い
る
県

連
か
ら
の
現

状
報
告
が
複
数
件
あ
り
ま
し

た
。
地
域
医
療
を
守
り
、
い

の
ち
と
平
和
を
維
持
す
る
こ

と
を
訴
え
続
け
る
た
め
に
は
、

医
療
崩
壊
を
防
ぎ
事
業
所
を

継
続
さ
せ
る
さ
ら
な
る
工
夫

や
対
策
が
全
国
的
な
課
題
で

あ
り
、
急
務
で
あ
る
と
感
じ

ま
し
た
。
私
自
身
も
民
医
連

職
員
の
一
人
と
し
て
地
域
医

療
の
維
持
・
発
展
に
つ
な
が

る
よ
う
な
実
践
を
積
み
重
ね

て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

ま
し
た
。

総
会
の
中
で
は
全
国
各
地

か
ら
様
々
な
取
り
組
み
が
報

告
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
原
発
再

稼
働
反
対
の
取
り
組
み
、
今
も

ま
だ
続
い
て
い
る
医
薬
品
供

給
不
足
の
現
状
、
Ｐ
Ｆ
Ａ
Ｓ
と

間
質
性
肺
炎
の
罹
患
率
の
差
、

乳
腺
外
科
医
師
冤
罪
事
件
の

奮
闘
経
緯
、
経
営
難
に
対
す

る
職
員
の
活
動
・
経
営
転
換

へ
の
意
識
改
革
、
夏
の
異
常

気
象
に
対
す
る
エ
ア
コ

ン
推
奨
活
動
な
ど
多
く

の
社
会
問
題
、
経
営
難

に
対
す
る
各
県
連
の
姿

勢
が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

２
月
８
日
に
行
わ
れ
た

衆
議
院
議
員
選
挙
が
終

了
し
て
か
ら
の
各
政
策

の
方
針
転
換
に
翻
弄
さ

れ
て
い
る
地
域
も
多
く

あ
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

１
日
目
の
夕
方
に
は

「
岩
手
民
医
連
の
歩
み　

２
月
26
日
（
木
）
～
２
月

28
日
（
土
）
の
３
日
間
、
岩

手
県
で
行
わ
れ
た
全
日
本
民

主
医
療
機
関
連
合
会
第
47
期

定
期
総
会
に
参
加
し
ま
し
た
。

今
年
度
、
青
森
県
で
は
災
害

級
の
豪
雪
被
害
が
あ
り
、
岩

手
県
で
も
雪
が
積
も
っ
て
い

る
と
想
定
し
て
い
ま
し
た
が
、

全
く
降
っ
て
お
ら
ず
同
じ
北

東
北
で
も
太
平
洋
側
と
の
気

候
の
違
い
に
ま
ず
驚
か
さ
れ

２
月
28
日
（
土
）
グ
ラ
ン

シ
ッ
プ
（
静
岡
市
）
を
会
場

に
行
わ
れ
た
２
０
２
６
年
３
・

１
ビ
キ
ニ
デ
ー
日
本
原
水
協

全
国
集
会
に
オ
ン
ラ
イ
ン
で

参
加
し
ま
し
た
。
９
０
６
名

（
内
オ
ン
ラ
イ
ン
視
聴
３
６
６

名
）
が
参
加
し
た
集
会
で
は
、

「
ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら

な
い
世
界
を
」
と
、
被
爆
者

の
訴
え
や
海
外
代
表
の
発
言
、

各
団
体
の
運
動
交
流
な
ど
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
私
が
一
番
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フ
ァ
ル
マ

　
一
ツ
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薬
局

　
薬
局
長

　

フ
ァ
ル
マ

　
一
ツ
谷
薬
局

　
薬
局
長

　
西
沢
　
光

西
沢
　
光

ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な
い
世
界
を

ふ
た
た
び
被
爆
者
を
つ
く
ら
な
い
世
界
を

本
部

　
課
長
補
佐

　

本
部

　
課
長
補
佐

　
工
藤
　
由
希
子

工
藤
　
由
希
子

過
去
・
現
在
そ
し
て
未
来
へ
」

と
い
う
題
で
全
国
で
も
女
性

初
と
な
る
岩
手
県
民
医
連
会

長
を
務
め
た
小
野
寺
け
い
子

氏
を
講
師
に
記
念
講
演
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

岩
手
県
は
進
行
す
る
高
齢

化
、
盛
岡
市
周
辺
に
岩
手
県

人
口
２
／
３
が
集
中
す
る
な

ど
偏
在
す
る
人
口
分
布
も
あ

り
、
人
口
密
度
は
東
京
都
の

１
／
83
（
人
／
㎞2

）
と
な
っ

て
い
る
状
態
で
す
。
北
海
道

に
次
ぐ
全
国
２
位
の
広
大
な

土
地
、
山
間
部
の
標
高
差
や

沿
岸
部
に
吹
き
付
け
る
や
ま

せ
な
ど
複
雑
で
過
酷
な
自
然

環
境
の
な
か
、
盛
岡
医
療
生

協
誕
生
の
歩
み
か
ら
お
話
は

始
ま
り
ま
し
た
。「
差
別
な
く

受
診
で
き
る
場
で
、
生
活
に

寄
り
添
っ
た
医
療
を
提
供
し

た
い
」
と
い
う
思
い
で
始
ま
っ

た
盛
岡
民
主
診
療
所
が
老
人

健
診
、
家
庭
訪
問
な
ど
繰
り
返

印
象
に
残
っ
て
い
る
言
葉
は
、

日
本
原
水
爆
被
害
者
団
体
協

議
会
の
児
玉
三
智
子
事
務
局

次
長
の
「
被
爆
者
は
命
絶
つ
ま

で
被
爆
者
」
と
い
う
言
葉
で

す
。
被
爆
者
で
あ
る
児
玉
さ

ん
は
、
自
分
だ
け
が
生
き
残
っ

た
罪
悪
感
に
苦
し
み
、
悔
し

さ
、
寂
し
さ
を
ず
っ
と
抱
え
な

が
ら
生
き
て
い
ら
っ
し
ゃ
い

ま
す
。
そ
の
中
で
、
高
市
政

権
の
非
核
三
原
則
を
見
直
そ

う
と
す
る
動
き
は
絶
対
に
許

し
て
組
合
員
を
増
や
し
て
い

き
、
２
０
０
６
年
に
新
川
久

保
病
院
が
開
設
さ
れ
ま
し
た
。

地
域
に
お
け
る
医
療
介
護
活

動
の
発
展
を
願
っ
て
稼
働
し

て
い
た
中
、
２
０
１
１
年
に

東
日
本
大
震
災
が
発
生
。
被

災
地
へ
の
支
援
を
行
い
つ
つ
、

長
期
間
に
わ
た
り
被
災
者
医

療
費
減
免
制
度
を
県
と
協
力

し
て
行
っ
て
き
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
岩
手
県
の
地
域
に
根

差
し
た
活
動
は
、
昭
和
30
年

代
、
乳
児
死
亡
率
が
全
国
最
低

だ
っ
た
沢
内
村
で
深
沢
晟
雄

氏
が
「
乳
児
死
亡
率
を
ゼ
ロ

せ
ま
せ
ん
。
海
外
代
表
か
ら

も
、「
な
ぜ
日
本
が
核
兵
器
を

持
と
う
と
し
て
い
る
の
か
わ

か
ら
な
い
、
日
本
は
被
爆
者

の
苦
し
み
を
理
解
し
て
い
な

い
」
と
発
言
が
あ
り
ま
し
た
。

戦
争
は
想
像
上
の
も
の
で

は
あ
り
ま
せ
ん
。
ふ
た
た
び
被

爆
者
を
つ
く
ら
な
い
た
め
に
、

唯
一
の
被
爆
国
で
あ
る
日
本

が
率
先
し
て
世
界
の
平
和
を

訴
え
る
べ
き
で
す
。

定期総会の会場全体の様子

講師の小野寺けい子氏が講演をしている様子

チラシ配布頑張りました！
定期総会に参加した西沢薬局長

講師の工藤聡子センター長の
体験談を聴き学びました。

医学対大運動

患者様のお話を聞く会

　弘前大学一般入試医学対大

運動の取り組みとして、２月25日

（水）に宣伝物配布、26日（木）に

対話アンケートが行われ、ファルマ

から３名が参加しました。民医連

の仲間づくりと医師確保のために

これからも活動していきます。

　２月12日（木）ファルマ弘前薬局を

会場に各職場をＺＯＯＭで繋ぎ、利用

者委員会主催の患者様のお話を聞く

会を開催しました。講師に健生病院サ

ポートセンターの工藤聡子センター長

を迎え、「社会的困難事例を考える」

をテーマにお話しいただきました。

写真紹介
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―健康と笑顔　薬でサポート―

私の家には愛猫のゴエモンとゴンがいます。14 歳のゴエ

モンは私と一緒に岩手県から青森県にやってきました。イ

ケメンで少し？太っていて、とても優しい猫です。私が

落ち込んでいるときはいつもそばにいてくれます。" この

子のためなら頑張れる！ " といつも元気をもらっています。

もう一匹は 5 歳のやんちゃな子です。甘え上手であざとさ

がとても可愛く、すべてを許してしまいます。どちらも私

の大切な猫ちゃんです。2 匹は居場所の取り合いで喧嘩す

るときもありますが、しばらくすると仲良くくっついて寝

ているので、それもまた私の癒しです。

これからも大好きな猫ちゃんとの時間を大切に過ごして

いきます。

今回から新シリーズがスタートしました！！「わたしの

好きな〇〇」、是非皆さんの「好き」を教えてください♪

わかりやすく丁寧にお伝えました

具体例を交えて話をする雪田主任補佐

愛する猫たち(左がゴン、右がゴエモン)

42名の参加者に話す安田薬剤師（中央奥）

わたしの好きな猫たちわたしの好きな猫たち
本部　課長補佐　工藤　由希子

　
２
月
24
日
（
火
）
よ
り
フ
ァ

ル
マ
弘
前
薬
局
で
働
い
て
い

ま
す
丹
代
暁
子
で
す
。
医
療

新
入
職
員
紹
介

新
入
職
員
紹
介

ファルマ弘前薬局ファルマ弘前薬局

丹丹
たんだいたんだい

代代暁暁
あきこあ き こ

子子

の
仕
事
に
興
味
を
も
っ
た
の

は
母
の
知
人
が
以
前
医
療
事

務
の
仕
事
を
し
て
い
て
、
そ

こ
か
ら
調
剤
の
仕
事
を
知
り

ま
し
た
。
調
剤
薬
局
の
仕
事

は
未
経
験
で
す
が
少
し
ず
つ

仕
事
を
覚
え
て
皆
さ
ん
の
力

に
な
れ
る
よ
う
頑
張
り
た
い

で
す
。
休
日
は
録
り
た
め
た

ド
ラ
マ
や
映
画
を
見
て
気
分

転
換
し
て
い
ま
す
。

2/10 津軽保健生活協同組合　河西支部

2/27 津軽みらい農協　常盤支店

2/8 津軽保健生活協同組合　五所川原支部

　桜温泉を会場に津軽保健生協河西支

部主催の出前講座が開催されました。講

師は藤代薬局の水木薬剤師で、ＯＴＣ医

薬品の基礎知識や医療用医薬品との違

い、制度の変化などを分かりやすく解説

し、地域の皆さんと薬の適正使用につい

て学ぶ機会となりました。

　津軽みらい農協常盤支店で出前講座

が開催され、ファルマ浪岡薬局の雪田主

任補佐が薬と食べ物、市販薬、サプリメ

ントの飲み合わせについて具体例を交え

て解説しました。副作用や効果低下を防

ぐためのお薬手帳の活用や薬剤師への

相談の大切さをお伝えしました。

　津軽保健生協五所川原支部主催の出

前講座がせせらぎ温泉で開催され、ファ

ルマ 一ツ谷薬局の安田薬剤師が「処

方せん医薬品とＯＴＣ医薬品の違い」を

テーマに話しました。薬の正しい使い方

や市販薬との違い、自己判断による併用

の危険性などを解説しました。

写真紹介


